


「でき婚裁判」10円

ここは、裁判所。罪を犯した者が、公平に裁かれるところ。テレビで放送されることのない、聖域の場所でもあった。
できちゃった婚事件の法廷が開かれた。
裁判を審議するのは、数々の名裁きを下したマワリコイデホゲゾウ裁判長。両脇には、副裁判員。
「開廷します」
無機質な空間。重圧な空気が漂う。
「被告人前へ」
被告人は、ひげ面の男。
「聞いて下さい、私は無罪です。何故このような場所へ連れてこられたのか」
検察から、反論が飛び交う。
「被害者のことを、可哀想だとは思わないのか」
トントン。槌を叩いた。
「静粛に」
「失礼しました」
被告人は収まらない。
「ここは、日本でしょ。こんな裁判はおかしい」
裁判長は睨みを利かせる。
「被告人、静かに法廷内で証言しなさい」
「はい」
「被告人、この法廷で真実のみを論じると誓いますか？」
「誓います」
「検察側、事件の概要をどうぞ」
検察は、辞書のようなファイルを開いた。
「被告人、新島仁は計画的できちゃった婚の疑いがあります。９月１７日、被害者の安室光希と一夜を共にし、故意に妊娠させた。そうですよね？」
「弁護人、反論がありますか？」
弁護士は、チビデブ眼鏡でハゲていた。
「当日のセックスは、被告人から誘っておらず、被害者が一方的に求めています」
「異議あり」
「異議を認めます」
「被害者は、事件の三日前。彼に、１７日は危険日と知らせていました。事件当日、お酒を飲みに誘ったのは、被告人ではないですか？」
「被告人、弁論はありますか？」
「以前彼女から、危険日と聞かされていました。ですけど、居酒屋で飲んだ後、彼女から家で飲み直そうと誘われました」
「検察側、続きをどうぞ」
「被告人は、日頃から避妊具を持ち歩かないそうですね。肉体関係のある異性と付き合っているにも関わらずです」
「異議あり」
「異議を認めます」
「被害者が、ゴムアレルギーでコンドームをつけて欲しくなかった」
「検察側、反論はありますか？」
「ありません」
「検察側、次の質問をどうぞ」
「被告人は、無類の子供好きですね。子供が欲しいと、被害者に話すことがあった。違いますか？」
「弁護人、反論はありますか？」
「ありません」
「やはり、被告人は綿密に計画を立て、被害者の危険日の隙を狙った。そうですね？」
「被告人、弁論はありますか？」
「黙秘権を行使します」
「裁判長、できちゃった婚は、憲法１１０条に違反しており、罰金五十万円または、三ヶ月の禁固刑を求刑します」
「弁護人、最終弁論をどうぞ」
「裁判長、被告人は、被害者を愛していた。だから、コンドームを使わなかった。それなのに、被害者は危険日を顧みず、被告人の体を求めた。また、被害者は過去の危険日には、ピルを服用しております。元彼から証言も取れています。しかし、９月１７日だけピルを服用していません。以上のことから、計画的できちゃった婚を狙ったのは、被告人ではなく被害者であり、被告人の無罪を求めます」
「審議に入ります。しばらくお待ちください」
裁判長たちが席を立つ。
別室で、二時間審議に入る。
満場一致で決定した。
裁判長たちが別室から戻り、席に着いた。
「判決を下します」
トントン。槌を打つ。
「被告人、新島仁は無罪。詳細、被告人は、口癖の如く子供が欲しいと連呼していますが、できちゃった婚の計画性は無かったものと思われる。また、被害者がセックスを求め、ピルをわざと飲まなかった。被告人こそが、被害者である。被告人を無罪とします」
裁判長は、被告人に語りかける。
「子供の見本となる父親となりなさい」
被告人の肩が震えていた。
「うぐぅ……、裁判長ありがとうございます」
「これにて、できちゃった婚事件を、閉廷いたします」
検察は、呆然と腰掛けたままだ。
「マワリコイデ弁護士に、また負けてしまった」
被告人が、弁護士に抱きついた。
「弁護士さん、ありがとうございました」
「いえいえ、ご期待に添えて何よりです」
チビデブ眼鏡ハゲの胸元には、弁護士バッヂがキラリと光る。
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